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解   説

ように位置付けているのかを聞いたのが資

料1-3-24である。

携帯電話の位置付けは、「持ち歩ける

電話」（44.5％）、「電話帳機能がついた

電話」（8.7％）を併せた従来の電話機と

しての位置付けが過半数で、「インターネ

ットメールを利用できる電話」（29.8％）

を含むインターネット機器としての位置付

けを上回っている（資料1-3-27）。

年代別でみると、先に「用途」でも述

べているが、10代は「電子メール」利用

が「通話機能」を上回っていたのと同様、

「インターネットメールを利用できる電話」

としての位置付けが「持ち歩ける電話」

を上回っている。一方、20代以上は、

「持ち歩ける電話」としての位置付けが高

い。

昨年から携帯電話/PHSでインターネ

ットを使うことで利用の減ったメディアの

有無とその内容を聞いているが、資料1-

3-25と1-3-26がその結果である。

昨年と比較すると、「利用の減ったメ

ディアがある」（63.3％）が1割増と、年

代別では10代と60代を除いては、他メデ

ィアの利用に影響を及ぼしている。特に

20代では、約7割が「利用の減ったメデ

ィアがある」と回答している。

利用の減ったメディアとしては、「固定

電話」（74.1％　昨年66.8％）の利用に

最も影響がでている。

また、「電子メール」利用の影響か、

10代、20代では「その他の手紙、葉書」、

「年賀状」などの減少が相対的に高くな

っている。

（丸山由紀　アクセス メディア インターナショナル株式

会社）

固定電話への影響は74.1％他メディアへの影響
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料1-3-24　携帯電話/PHSの位置付け　N=793
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資料1-3-25　携帯電話/PHSを使うことで利用の減ったメディアの有無　N=793
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資料1-3-26　携帯電話/PHSでインターネットを使うことで利用の減ったメディア　N=502
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